
NRUNRUNRUNRU easteast
National Railway Workers' UnionNational Railway Workers' Union

－－－－ １月１日
2025年 声かけて

仲間とＴＵＮＡＧ
　　　　拡大へ

国 労 東 日 本2025年1月1日 No.864

２
０
２
５
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
の
干
支
は

「
巳
」
。
巳
年
は
成
長
と
変
化
の
象
徴
と
さ
れ
、
特
に
「
転
換

の
年
」
や
「
物
事
が
大
き
く
進
展
す
る
年
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
今
年
の
７
月
１
日
よ
り
国
労
東
日

本
本
部
９
地
方
本
部
体
制
は
、
２
地
方
本
部
体
制
へ
と
移
行

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
秋
田
・
盛
岡
・
仙
台
地
方
本
部

が
東
北
地
方
本
部
、
新
潟
・
高
崎
・
水
戸
・
千
葉
・
東
京
・

長
野
地
方
本
部
を
以
っ
て
首
都
圏
地
方
本
部
と
し
て
リ
ス
タ
ー

ト
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
組
織
再
編
・
戦
線
整
備
の
趣
旨
は
大
き
く
２
点
、

１
つ
は
現
状
の
組
織
実
態
に
合
わ
せ
Ｊ
Ｒ
世
代
の
皆
さ
ん
に

過
度
な
負
担
を
か
け
な
い
整
備
、
も
う
１
つ
は
職
場
・
地
域

に
点
在
す
る
Ｊ
Ｒ
世
代
の
横
の
連
携
、
そ
し
て
、
自
ら
の
会

社
と
向
き
合
う
た
め
の
戦
線
整
備
で
す
。

移
行
に
向
け
た
課
題
も
多
く
、
現
在
も
新
地
方
本
部
と
な

る
枠
組
み
の
中
で
ス
ム
ー
ズ
な
戦
線
整
備
に
向
け
た
議
論
を

頂
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
混
乱
の
な
い
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
は
25
年
３
月
期
第
２
四
半
期
決
算
が

示
す
通
り
、
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
と
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
に
支

え
ら
れ
て
３
期
連
続
の
増
収
増
益
と
堅
調
に
推
移
を
し
て
お

り
、
今
年
度
を
、
「
経
営
の
モ
ー
ド
を
コ
ロ
ナ
禍
の
守
勢
か

ら
攻
め
に
転
ず
る
年
～
『
融
合
と
連
携
』
に
よ
り
シ
ナ
ジ
ー

（
相
乗
効
果
）
を
発
揮
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
価
値

創
造
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
11
月
６
日
に
は
こ
の
間
進
め
て
き
た
ワ
ン
マ
ン
運

転
を
首
都
圏
の
主
要
線
区
に
拡
大
す
る
こ
と
を
発
表
、
来
春

か
ら
常
磐
緩
行
線
、
南
武
線
か
ら
実
施
し
、
２
０
３
０
年
ご

ろ
ま
で
に
首
都
圏
主
要
線
区
に
拡
大
し
て
い
く
と
し
、
こ
の

施
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
「
社
員
の
就
労
意
識
を
『
人
な

ら
で
は
の
創
造
的
な
仕
事
』
へ
シ
フ
ト
」
さ
せ
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
間
「
融
合
と
連
携
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
進
め
ら
れ
る

職
場
の
「
セ
ン
タ
ー
化
」
や
業
務
委
託
の
深
度
化
、
相
次
ぐ

事
故
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
グ
ル
ー
プ
会
社
含
め

た
労
働
者
へ
の
過
度
な
負
担
と
な
り
の
し
か
か
り
、
「
要
員

が
足
り
な
い
」
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
増
加
し
て
い
る
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
で
は
、
昨
年
11
月
に
千
葉
支
社

よ
り
「
Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
の
新
た
な
る
交
通
体
系
」
の
検
討
結

果
が
君
津
市
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
津
軽
線
・

米
坂
線
・
吾
妻
線
の
３
線
区
で
自
治
体
な
ど
と
の
協
議
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
国
労
東
日
本
と
し
て
は
、
国
労
本
部
、
当

該
地
方
本
部
と
の
連
携
か
ら
「
廃
線
あ
り
き
」
で
は
な
く
、

持
続
的
な
地
域
公
共
交
通
の
構
築
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
ま
も
な
く
25
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

国
労
の
基
本
要
求
は
１
月
27
日
の
中
央
委
員
会
で
決
定
、
そ

の
後
東
日
本
本
部
は
２
月
３
日
に
拡
大
委
員
会
を
開
催
し
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
及
び
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
要
求
確
立
と
な

り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
２
年
連
続
し
て
の
賃
金
改
定
が

行
わ
れ
た
も
の
の
先
の
見
え
な
い
物
価
高
騰
に
私
た
ち
の
賃

金
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

昨
年
11
月
に
は
石
破
政
権
と
し
て
初
の
政
労
使
会
議
も
開

催
さ
れ
「
大
幅
な
賃
上
げ
」
へ
の
協
力
が
要
請
さ
れ
、
「
雇

用
の
７
割
を
占
め
る
中
小
企
業
や
地
方
に
も
行
き
渡
る
こ
と

が
重
要
」
と
要
請
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
春
闘
で
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
「
労
務
費
の
適
切

な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」
策
定
を
受
け
、

業
務
発
注
側
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
グ
ル
ー
プ
会
社
の

賃
上
げ
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
既
存
の
労
働
組
合
と
し
て

引
き
続
き
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
て
行
き
ま
す
。

そ
の
支
え
と
な
る
の
は
組
合
員
、
社
員
の
「
声
」
で
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
労
働
組
合
加
入
率
は
依
然
と
し
て
低

い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
の
任
務
は
「
職

場
の
耳
で
あ
り
、
口
で
も
あ
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の

重
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
不
安
・
不
満
を
受
け
止

め
る
最
初
の
窓
口
と
な
り
、
労
働
組
合
の
必
要
性
を
訴
え
る

中
か
ら
今
春
闘
を
取
り
組
み
、
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

昨
年
10
月
の
衆
議
院
選
挙
で
は
自
民
・
公
明
の
与
党
が
過

半
数
割
れ
し
、
歴
史
的
な
大
敗
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

数
の
力
を
背
景
に
「
新
た
な
戦
前
」
へ
と
強
引
に
突
き
進
ん

で
き
た
自
民
党
で
す
が
、
「
一
強
時
代
」
の
終
止
符
に
国
民

の
審
判
が
下
り
ま
し
た
。
今
年
の
７
月
に
は
参
議
院
選
挙
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
立
憲
野
党
の
躍
進
に
向
け
奮

闘
し
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
、
組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ま
の
本
年
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
挨
拶
に
代
え
ま
す
。



２０２５年もよろしくお願い致します。
国労東日本本部 役職員一同

【会社で不満に感じていることは︖（複数回答）】

賃金、収入が少ない  
2021年の所定昇給係数２のカット（東日本）  

仕事と賃金が見合っていない  
休日が少ない  

残業が多い  
仕事がつらい、きつい  
仕事にやりがいがない  

自分の能力や実績が評価されない  
職場の人間関係がうまくいかない  

昇進など将来の可能性がない  
その他  
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【あなたの生活実態はどれに該当しますか︖】

① かなり苦しい ………… 29.7%
② やや苦しい …………… 51.1%
③ まあまあだ …………… 17.6%
④ ややゆとりがある ……   1.6%
⑤ かなりゆとりがある …   0.0%②

③ ①

① 実感できている ………   0.5%
② まま実感できている …   3.9%
③ どちらとも言えない … 16.5%
④ 実感できない ………… 79.1%

① ②

【春のベースアップで生活改善の実感は︖】
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11
月
23
日
、
東
日
本
青
年
部

を
中
心
に
、
７
月
１
日
に
加
入

し
た
仙
台
地
本
・
小
薗
さ
ん

（
28
）
へ
の
激
励
行
動
を
盛
岡

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

盛
岡
国
労
会
館
で
開
催
さ
れ
た

東
北
３
地
本
で
作
る
東
北
協
議

会
の
総
会
に
あ
わ
せ
て
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

激
励
行
動
に
は
、
東
日
本
青

年
部
の
他
に
、
東
北
の
地
で
活

躍
す
る
Ｊ
Ｒ
世
代
の
仲
間
も
駆

け
つ
け
、
前
段
に
お
こ
な
わ
れ

た
東
北
協
議
会
労
働
講
座
を
一

緒
に
受
講
し
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

を
巡
る
問
題
か
ら
交
通
政
策
全

体
の
問
題
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

労
働
講
座
後
の
激
励

行
動
で
は
、
参
加
者
の

職
場
で
の
問
題
点
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
、
小
薗

さ
ん
か
ら
は
、
「
仙
台

か
ら
盛
岡
に
転
勤
と
な

り
仕
事
を
覚
え
る
こ
と

が
大
変
で
、
精
神
的
に

参
っ
て
い
た
。
そ
の
時

に
本
体
エ
ル
ダ
ー
の
国

労
の
先
輩
が
励
ま
し
て

く
れ
た
こ
と
。
仙
台
の

先
輩
方
も
気
づ
か
っ
て

く
れ
連
絡
し
て
く
れ
て

い
た
こ
と
。
結
果
と
し

て
仙
台
に
戻
っ
た
こ
と

か
ら
、
信
頼
で
き
る
先

輩
方
が
い
る
国
労
に
加

入
し
た
」
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

11
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会

社
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
接
種
費
用
の
全
額
補

助
を
決
定
し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

同
様
、
各
医
療
機
関
か
ら
領
収

書
を
受
領
の
上
、
補
助
申
請
し
、

後
日
、
社
員
の
給
与
口
座
等
を

通
し
て
立
替
金
を
精
算
す
る
も

の
で
す
。
（
詳
し
く
は
職
場
ま

た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
５

類
に
変
更
後
、
無
料
接
種
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
東
日
本

本
部
は
、
５
類
に
な
っ
て
も
感

染
が
収
ま
っ
て
は
お
ら
ず
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
、
会
社
が

費
用
を
補
助
す
べ
き
で
あ
る
と

交
渉
し
て
き
ま
し
た
。

当
時
会
社
は
、
国
の
制
度
な

ど
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

と
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
４
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本

で
は
、
奨
学
金
返
還
支
援
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
大
学

卒
業
後
、
非
正
規
雇
用
等
の
不

安
定
・
低
賃
金
に
よ
り
返
済
す

る
た
め
の
環
境
が
崩
れ
て
い
る

こ
と
や
、
救
済
制
度
の
不
備
か

ら
の
執
拗
な
取
り
立
て
な
ど
社

会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
労
は
社
員
か
ら
の
聞
き
取

り
調
査
で
、
若
手
社
員
の
か
な

り
の
人
数
が
奨
学
金
の
返
済
に

追
わ
れ
て
い
る
実
態
を
把
握
し
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
支
援
制
度
の
新

設
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。

最
近
、
優
秀
な
人
材
確
保
の

た
め
に
代
理
返
還
等
を
行
う
企

業
が
増
え
て
お
り
（
２
０
２
３

年
12
月
時
点
１
４
６
３
社
）
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
同
様
に
、
代
理

返
還
制
度
を
活
用
し
た
制
度
を

導
入
し
ま
し
た
。
（
業
務
連
絡

報
１
７
５
２
号
参
照
）

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
も
奨
学
金

支
援
制
度
も
国
労
の
要
求
に
よ

り
一
歩
前
進
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
様
々
な
問
題
の
改
善
に
向

け
、
前
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

交
流
で
は
、
改
め
て
仕
事
を

覚
え
る
体
制
を
作
る
の
も
労
働

条
件
の
一
つ
で
あ
り
、
「
融
合

と
連
携
」
の
下
で
悩
み
や
不
満

を
抱
え
て
い
る
若
手
社
員
が
多

く
い
る
中
で
、
不
安
や
不
満
を

解
消
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
労

働
組
合
と
し
て
声
を
聞
く
場
を

作
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も
国

労
の
よ
う
な
、
み
ん
な
の
声
を

聞
く
労
働
組
合
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
部
や
Ｊ
Ｒ
世
代

の
交
流
か
ら
横
の
つ
な
が
り
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

●少数派になりたくない。
●組合の混乱にうんざりしている。
●組合に入ると昇進試験などで意図的に落とされる。組合に入ると
遠くの場所へ異動させられるなどあからさまな差別が行われるため。

●会社の現状では加入することがデメリットになるから。
●考えが意思統一されない組合はあっても逆効果だから。
●組合は必要と思うが魅力ある組合がない。

【（未加入者へ）労働組合に加入していない理由は何ですか？】


